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う
え
山
頂
か
ら
臨
む
市
街
地
の

見
晴
ら
し
も
素
晴
ら
し
く
、
ジ

ャ
カ
ル
タ
の
街
の
真
ん
中
に
も

こ
ん
な
「
丘
」
が
あ
っ
た
ら

な
、
と
思
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の

自
然
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
、
こ
の
丘
を
観

光
客
誘
致
の
目
玉
に
し
よ
う
と

急
勾
配
を
駆
け
上
る
登
山
列
車

が
開
通
し
ま
し
た
。
開
通
当
初

は
家
族
連
れ
な
ど
を
中
心
に
大

勢
の
観
光
客
が
集
ま
っ
た
の
だ

そ
う
で
す
が
、
あ
い
に
く
昨
年

末
か
ら
運
休
中
と
の
こ
と
。

今
回
の
訪
問
時
に

は
長
い
レ
ー
ル
と

停
車
し
た
ま
ま
の

車
両
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

「
改
修
が
で
き
次

第
運
行
を
再
開
し

1 総　合

クナパくん　デ
ング熱が最近流
行していると聞
いたけれど‥。
記者　ネッタイ
シマカなどの蚊
によって媒介さ

れるデングウイルスの感染症
だね。媒介する蚊が多くなる
雨期に流行するよ。
クナパくん　どうして？
記者　蚊は水のある所に卵を
産みつけるよ。雨期には水た
まりなどが増えるため、蚊が
繁殖しやすいんだ。保健省の
蚊媒介感染症などの予防・管
理局のシティ・ナディア・タ
ルミジ局長によると、１月１

日から28日までに全国34州で
約１万2000件の発症が確認さ
れ、115人前後が死亡した。
雨期に入った昨年11月辺りか
ら次第に数が増えていったと
いうよ。例年、乾期になって
水たまりなどが少なくなるこ
ろに感染数は減っていくそう
だ。
クナパくん　感染したらどう
なるの？
記者　一概には言えないけれ
ど厚生労働省検疫所のウェ
ブによると、２～14日（通常
３～７日）の潜伏期間後、お

よそ２～４割の人が38～40度
の発熱で発症するというよ。
頭痛や筋肉痛、関節痛も現れ
るよ。実は、記者も感染した
ことがある。とにかく関節の
痛みが強くて眠れなかった。
もう一つの症状として治りか
けた時に体に赤い発疹が現れ
る。
クナパくん　熱はどれくらい
続くの？
記者　通常だと発症後２～７
日で熱が下がると言われてい
る。ただ、その間に熱が下が
ったり、上がったりすること

もあるんだ。最初に病院に行
ったときには熱が下がってい
て、ただの風邪だと診断され
た。
クナパくん　そうか。
記者　血小板が減少するのも
特徴だから、デング熱かもし
れないと思ったときは、血液
検査をお願いすると良いね。
クナパくん　再び感染した
ら、重症化すると聞いたけれ
ど‥。
記者　必ずしもそうではない
よ。デングウイルスには４種
の型があって、１度感染した

人がこれまでか
かったことがな
い型に感染する
と重症化するこ
ともある。
クナパくん　感
染しないために
はどうしたらいいの？
記者　保健省は▽水をためた
ままにしない▽ごみを放置せ
ずに埋める▽水を入れている
容器のふたを閉じる——を呼
び掛けている。なるべく蚊に
刺されないようにすることが
大切だよね。
クナパくん　分かった。でき
ることをしていこうっと。

（上村夏美）

?

デング熱にかかると？
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スマトラ鉄道の最西端
ルブックリンガウ  知る人ぞ知る山里

　

ジ
ャ
ワ
島
の
約
３
・
５
倍
の
面
積
を
持
つ
ス
マ
ト
ラ
島
。
こ
れ
ま
で
な
か
な
か
容
易
に
は
行

く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
地
方
都
市
も
航
空
路
線
の
拡
大
な
ど
で
格
段
に
行
き
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
お
す
す
め
観
光
情
報
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
の
就
航
便
数
も
増
え
て
新
空
港
タ

ー
ミ
ナ
ル
に
も
期
待
が
高
ま
る
、
日
本
人
で
も
あ
る
「
マ
ニ
ア
」
の
間
で
は
知
る
人
ぞ
知
る

街
、
ス
マ
ト
ラ
島
の
山
間
、
南
ス
マ
ト
ラ
州
ル
ブ
ッ
ク
リ
ン
ガ
ウ
を
紹
介
し
ま
す
。

（
産
経
海
外
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
水
柿
そ
の
子
、
写
真
も
）

　

ル
ブ
ッ
ク
リ
ン
ガ
ウ
は
、
ス

マ
ト
ラ
島
の
西
側
海
岸
に
面
し

た
長
細
い
形
を
し
た
ブ
ン
ク
ル

州
と
隣
接
す
る
南
ス
マ
ト
ラ
州

側
の
州
境
に
あ
た
る
街
で
す
。

ブ
ン
ク
ル
州
の
州
都
ブ
ン
ク
ル

市
と
の
距
離
は
約
１
４
０
キ

ロ
、
高
い
山
脈
を
越
え
る
た
め

車
で
3
時
間
半
か
ら
4
時
間
と

い
う
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ

ん
な
ル
ブ
ッ
ク
リ
ン
ガ
ウ
、
実

は
ス
マ
ト
ラ
鉄
道
の
最
西
端
の

拠
点
駅
と
な
る
街
で
南
ス
マ
ト

ラ
州
都
パ
レ
ン
バ
ン
ま
で
３
０

５
キ
ロ
の
鉄
道
が
運
行
し
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
鉄
道
「
乗
り
つ
ぶ

し
」
を
目
指
す
鉄
道
フ
ァ
ン
に

は
外
す
こ
と
の
で
き
な
い
街
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

市
内
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
は
空

港
か
ら
わ
ず
か
15
分
程
度
で
行

く
こ
と
の
で
き
る
ス
ラ
ッ
プ
の

丘
（
ブ
キ
ッ
ト
ス
ラ
ッ
プ
、

Bukit Sulap

）
。
３
千
メ
ー

ト
ル
級
の
山
々
も
珍
し
く
な
い

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
は
お

茶
碗
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う

な
か
わ
い
い
サ
イ
ズ
の
そ
れ
は

確
か
に
「
山
」
と
呼
ぶ
に
は
小

さ
く
感
じ
ま
す
が
、
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
の
国
際
大
会
の
会
場

に
も
な
っ
て
い
る
立
派
な
山
。

休
日
に
は
地
元
っ
子
た
ち
も
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
に
訪
れ
る
ほ
か
、

外
国
人
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
な
ど

も
時
々
や
っ
て
く
る
そ
う
で

す
。
と
て
も
市
街
地
に
あ
る
と

は
思
え
な
い
山
中
で
は
摩
訶
不

思
議
な
形
を
し
た
葉
っ
ぱ
や
昆

虫
を
発
見
で
き
た
り
、
今
回
の

訪
問
時
に
は
ス
タ
ー
フ
ル
ー
ツ

の
木
に
た
く
さ
ん
の
果
実
が
実

っ
て
い
て
辺
り
一
帯
に
甘
い
香

り
を
放
出
し
て
い
た
り
、
そ
の

た
い
ね
」
と
管
理
事
務
所
の
職

員
。
再
開
を
心
待
ち
に
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

ブ
キ
ッ
ト
ス
ラ
ッ
プ
を
降
り

る
と
人
々
の
活
気
と
優
し
さ
が

あ
ふ
れ
る
田
舎
町
。
路
上
で
は

木
の
実
や
種
を
乾
燥
さ
せ
て
伝

統
薬
を
作
っ
て
い
る
お
店
、
よ

ろ
ず
や
さ
ん
の
軒
先
に
は
パ
チ

パ
チ
と
時
折
火
の
粉
を
舞
い
上

が
ら
せ
な
が
ら
炭
火
で
手
作
り

お
せ
ん
べ
い
を
焼
く
女
性
た

ち
。
「
や
っ
て
み
る
？
」
の
お

言
葉
に
挑
戦
さ
せ
て
も
ら
う
と

意
外
に
難
し
く
要
領
が
必
要
な

の
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

今
月
末
に
は
遂
に
ジ
ャ
カ
ル

タ
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
初
の
Ｍ
Ｒ

Ｔ
が
開
通
す
る
予
定
で
す
。
国

内
外
で
の
注
目
が
集
ま
る
中
、

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
鉄
道
に
関

心
を
持
つ
人
が
さ
ら
に
増
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ま
も

こ
の
ル
ブ
ッ
ク
リ
ン
ガ
ウ
を
拠

点
と
す
る
ス
マ
ト
ラ
鉄
道
の
人

気
が
爆
発
す
る
前
に
ぜ
ひ
訪
れ

て
ち
ょ
っ
と
し
た
自
慢
に
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

㊤
一
時
休
業
中
の
ブ
キ
ッ
ト
ス
ラ
ッ
プ
登
山
鉄
道
。
再
開
が
待
ち
遠
し
い
㊥
登
山
鉄
道
沿
い
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
も
結
構
な
急
勾

配
㊦
手
作
り
せ
ん
べ
い
を
炭
火
で
パ
チ
パ
チ
、
意
外
に
難
し
い

ルブックリンガウ市内のモスク、おもちゃのブロッ
クのような色彩がきれい

㊤登山鉄道第１駅からの市街地の展望㊧鉄道ファン
には駅周辺のこんなひとコマも訪問記念のツボ

日本三大船神事の一つ「ホーラン
エンヤ」が５月、松江市で10年ぶ
りに開催される。400年近くの歴
史を持つ伝統神事ゆかりの地を訪
ねた＝時事

車いすの激しい衝突が魅力でもあ
るラグビーとバスケットボール。
耐久性を求められる選手の「愛
車」は、溶接が必要なフルオーダ
ーメードだ＝時事

京都市東山区の高台寺で、仏教の
教えを分かりやすく説明するアン
ドロイド（人型ロボット）観音
「マインダー」が報道関係者に公
開された＝時事

2

4

6

船神事の地を訪ねて

車いすラグビーの整備士

アンドロイド観音が法話



全
て
イ
ギ
リ
ス
に
引
き
渡
す
こ
と

に
な
っ
た
。
96
年
、
イ
ギ
リ
ス
艦

隊
は
、
ア
ン
ボ
ン
の
ビ
ク
ト
リ
ア

要
塞
沖
で
投
錨
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ

の
司
令
官
は
抵
抗
す
る
こ
と
な

く
、
イ
ギ
リ
ス
人
を
迎
え
た
。
あ

の
恐
ろ
し
い
ア
ン
ボ
ン
事
件
に
よ

り
、
屈
辱
的
な
撤
退
を
し
た
イ
ギ

リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
で
あ
っ
た

が
、
イ
ギ
リ
ス
商
人
た
ち
は
１
７

３
年
ぶ
り
に
ア
ン
ボ
ン
に
戻
っ
て

き
た
の
で
あ
る
。

　

ヌ
ク
王
子
は
１
８
０
１
年
11
月

に
テ
ィ
ド
レ
の
ス
ル
タ
ン
と
し
て

正
式
に
就
任
し
た
。
し
か
し
、
02

年
に
ア
ミ
ア
ン
講
和
条
約
（
英
仏

間
の
和
約
）
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
平
和
が
戻
る
と
、
そ
の
１
年

後
に
は
マ
ル
ク
諸
島
は
オ
ラ
ン
ダ

に
返
還
さ
れ
た
。
ヌ
ク
の
短
い
栄

光
の
期
間
は
終
焉
を
告
げ
、
05
年

に
死
去
し
た
。
こ
う
し
て
、
か
つ

て
は
輝
か
し
い
ス
ル
タ
ン
王
国
で

あ
り
世
界
の
注
目
を
集
め
た
香
料

諸
島
の
テ
ル
ナ
テ
と
テ
ィ
ド
レ
島

は
、
次
第
に
忘
れ
ら
れ
る
存
在
に

な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

■
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
に

　

オ
ラ
ン
ダ
は
１
７
９
９
年
に
Ｖ
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植
民
地
政
府
が
誕
生

忘れられる存在に

　

テ
ル
ナ
テ
と
テ
ィ
ド
レ
の
ス
ル

タ
ン
と
そ
の
臣
下
た
ち
の
生
計
は

オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
（
Ｖ
Ｏ

Ｃ
）
か
ら
の
俸
給
に
頼
っ
て
い
た

の
で
、
住
民
た
ち
は
ス
ル
タ
ン
を

Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
と
ら
わ
れ
の
よ
う
に
見

て
い
た
。
そ
う
い
う
中
で
は
あ
っ

た
が
、
１
７
８
０
年
テ
ィ
ド
レ
の

ヌ
ク
王
子
（
１
７
３
８
〜
１
８
０

５
年
）
が
、
セ
ラ
ム
島
を
基
地
と

し
て
Ｖ
Ｏ
Ｃ
に
対
し
て
反
乱
を
起

こ
し
た
。
ヌ
ク
王
子
の
支
持
者
た

ち
は
83
年
、
テ
ィ
ド
レ
の
砦
（
と

り
で
）
に
陣
取
り
、
ス
ル
タ
ン
を

護
衛
す
る
た
め
に
配
備
さ
れ
て
い

た
兵
士
を
含
め
オ
ラ
ン
ダ
人
を
殺

害
し
た
。

　

Ｖ
Ｏ
Ｃ
は
こ
れ
に
激
怒
し
、
大

軍
を
派
遣
し
て
反
乱
軍
を
セ
ラ
ム

島
と
パ
プ
ア
に
追
い
や
っ
た
。
そ

こ
で
思
い
が
け
ず
、
隠
密
に
丁
子

と
ナ
ツ
メ
グ
の
取
引
を
し
て
い
た

イ
ギ
リ
ス
の
東
イ
ン
ド
会
社
と
遭

遇
し
、
ヌ
ク
の
率
い
る
反
乱
軍
は

イ
ギ
リ
ス
の
支
援
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。
自
信
を
取
り
戻
し
た
ヌ

ク
は
、
自
分
の
後
を
継
い
だ
テ
ィ

ド
レ
の
ス
ル
タ
ン
に
オ
ラ
ン
ダ
を

追
い
や
る
た
め
に
共
に
戦
お
う
と

の
書
状
を
送
っ
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
は
、
単
に
香
料
の
た

め
だ
け
で
は
な
く
、
高
い
収
益
の

期
待
で
き
る
中
国
と
の
貿
易
に
従

事
し
た
い
と
い
う
新
し
い
狙
い

で
、
マ
ル
ク
へ
の
関
心
を
取
り
戻

し
て
い
た
。
中
国
の
お
茶
が
イ
ギ

リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
最
も
も
う

か
る
商
品
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
ヌ
ク
王
子
は
、
マ
ル
ク
、
パ

プ
ア
、
セ
ラ
ム
の
ス
ル
タ
ン
で
あ

る
と
宣
言
し
、
東
方
ル
ー
ト
を
支

配
す
る
こ
と
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス

の
盟
友
と
な
っ
た
。

　

１
７
９
５
年
、
フ
ラ
ン
ス
革
命

軍
が
オ
ラ
ン
ダ
に
侵
攻
し
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
を
占
領
し
た
た
め
、
ウ

ィ
レ
ム
５
世
は
ロ
ン
ド
ン
に
逃
げ

た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
海
外
の
領
地
を

Ｏ
Ｃ
を
解
散
し
、
１
８
０
０
年

に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
直
接
オ

ラ
ン
ダ
国
の
統
治
下
に
置
く
た

め
植
民
地
政
府
「
オ
ラ
ン
ダ
領

東
イ
ン
ド
」
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

と
称
す
る
国
名
は
ま
だ
な
く
、

日
本
語
で
蘭
印
、
オ
ラ
ン
ダ
語

で Nederlands-Indië

、
英
語

で Dutch East Indies 

と
呼
ば

れ
た
）
を
樹
立
し
た
。
支
配
す
る

領
域
を
徐
々
に
拡
げ
て
い
き
、
20

世
紀
初
頭
に
は
東
西
５
１
０
０
キ

ロ
に
わ
た
る
現
在
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
国
土
を
ほ
ぼ
完
全
に
掌
握
し

た
。
な
お
総
督
府
は
、
バ
タ
ビ
ア

か
ら
南
へ
約
60
キ
ロ
、
標
高
２
６

０
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
ボ
イ
テ
ン
ゾ

ル
フ
（
現
在
の
ボ
ゴ
ー
ル
）
に
置

か
れ
た
。
緑
に
包
ま
れ
た
ボ
ゴ
ー

ル
は
灼
熱
の
バ
タ
ビ
ア
よ
り
少
し

は
気
温
が
低
い
の
で
、
オ
ラ
ン
ダ

人
が
好
ん
だ
よ
う
だ
。

　

１
８
０
７
年
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争

に
よ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド

は
フ
ラ
ン
ス
帝
国
に
吸
収
さ
れ
た

が
、
イ
ギ
リ
ス
が
イ
ン
ド
の
戦
力

を
召
集
し
、
１
８
１
１
年
に
は
ジ

ャ
ワ
へ
の
侵
攻
に
成
功
。
イ
ギ
リ

ス
東
イ
ン
ド
会
社
が
オ
ラ
ン
ダ
の

植
民
帝
国
を
支
配
す
る
こ
と
に
な

り
、
副
総
督
に
昇
進
し
ジ
ャ
ワ
の

支
配
者
と
な
っ
た
ト
ー
マ
ス
・
ラ

ッ
フ
ル
ズ
（
１
７
８
１
〜
１
８
２

６
年
）
は
、
こ
れ
ま
で
の
オ
ラ
ン

ダ
政
府
の
方
針
に
対
し
傍
観
姿
勢

を
見
せ
な
が
ら
も
、
原
住
民
へ
の

圧
政
を
改
め
る
努
力
も
し
て
い

る
。
（
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
香
料
諸

島
」
＝
宮
崎
衛
夫
著
＝
よ
り
）

　
　
　

×　
　
　

×

　

「
歴
史
編
」
で
は
、
香
料
取
引

に
関
す
る
古
代
の
歴
史
、
大
航
海

時
代
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
に
振
り
回

さ
れ
た
マ
ル
ク
諸
島
の
２
大
ス
ル

タ
ン
王
国
（
テ
ル
ナ
テ
、
テ
ィ
ド

レ
）
、
そ
れ
に
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民

地
支
配
の
背
景
な
ど
を
追
う
。

㉕

　

祭
り
は
１
６
４
８
年
、
天
候

不
順
に
よ
る
凶
作
を
案
じ
た
松

江
藩
主
、
松
平
直
政
に
よ
っ

て
、
松
江
城
の
敷
地
内
の
城
山

稲
荷
神
社
の
御
神
霊
が
運
び
出

さ
れ
、
東
へ
10
キ
ロ
ほ
ど
離
れ

た
阿
太
加
夜
（
あ
だ
か
や
）
神

社
で
豊
作
を
祈
る
大
祈
祷
（
き

と
う
）
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
由

来
す
る
。
そ
の
後
、
十
年
か
ら

十
数
年
に
１
回
行
わ
れ
て
き

た
。
１
８
０
８
年
に
は
御
神
霊

を
乗
せ
た
お
み
こ
し
船
が
風
雨

で
遭
難
し
そ
う
に
な
っ
た
が
、

中
海
に
近
い
馬
潟
村
の
漁
師
が

助
け
た
。
そ
の
後
は
馬
潟
な
ど

５
地
区
の
船
が
御
神
霊
の
お
供

を
す
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
の

き
ら
び
や
か
な
船
行
列
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　

約
１
０
０
隻
の
船
団
で
御
神

霊
が
運
ば
れ
、
色
鮮
や
か
に
飾

ら
れ
た
櫂
伝
馬
船
（
か
い
で
ん

ま
せ
ん
）
の
こ
ぎ
手
「
櫂
か

き
」
に
よ
る
「
ホ
ー
ラ
ン
エ
ン

ヤ
」
の
勇
壮
な
掛
け
声
や
、
船

上
で
披
露
さ
れ
る
櫂
伝
馬
踊
り

が
特
徴
だ
。
そ
ん
な
歴
史
を
、

松
江
城
近
く
に
あ
る
松
江
ホ
ー

ラ
ン
エ
ン
ヤ
伝
承
館
の
資
料
や

映
像
で
学
ん
だ
後
、
馬
潟
地
区

に
向
か
っ
た
。

　

船
団
が
通
る
の
は
宍
道
湖
と

中
海
を
結
ぶ
大
橋
川
。
中
海
へ

の
河
口
近
く
に
あ
る
「
い
の
一

会
館
」
で
、
櫂
か
き
の
男
た
ち

約
30
人
に
よ
る
唄
の
練
習
を
見

学
し
た
。
指
導
役
の
ベ
テ
ラ
ン

の
下
、
独
特
の
節
回
し
の
掛
け

声
が
会
館
内
に
響
き
渡
っ
て
い

た
。

　

別
会
場
で
は
、
船
上
で
櫂
伝

馬
踊
を
披
露
す
る
小
学
校
高
学

年
か
ら
中
学
生
の
男
子
生
徒
８

人
が
、
勇
壮
な
男
踊
り
の
「
剣

櫂
（
け
ん
が
い
）
」
、
女
姿
で

し
な
や
か
に
踊
る
「
采
振
（
ざ

い
ふ
）
り
」
、
「
太
鼓
」
の
３

班
に
分
か
れ
て
稽
古
中
だ
っ

た
。
稽
古
は
週
３
回
で
、
直
前

は
さ
ら
に
増
え
る
と
い
い
、
剣

櫂
担
当
の
中
学
生
は
「
踊
り
を

大
き
く
見
せ
た
い
。
ホ
ー
ラ
ン

エ
ン
ヤ
の
練
習
で
生
活
が
変
わ

り
ま
し
た
」
と
話
し
た
。

　

馬
潟
地
区
の
ホ
ー
ラ
ン
エ
ン

ヤ
行
事
の
総
代
長
、
矢
田
浩
さ

ん
（
63
）
は
「
（
大
規
模
な
祭

り
は
）
馬
潟
村
の
漁
師
が
２
１

０
年
前
に
お
み
こ
し
船
を
助
け

た
こ
と
が
き
っ
か
け
。
こ
の
地

区
は
、
誇
り
と
使
命
感
を
持
っ

て
い
る
」
と
語
る
。
一
方
で
負

担
も
大
き
く
、
約
１
６
０
戸
の

地
区
で
50
人
以
上
の
乗
船
者
を

確
保
す
る
の
は
簡
単
で
は
な

い
。
「
櫂
か
き
は
１
回
経
験
し

た
ら
２
度
と
や
ら
な
い
伝
統
だ

っ
た
が
、
今
で
は
３
人
に
１
人

は
経
験
者
。
人
口
減
少
の
影
響

が
出
て
い
ま
す
」
と
、
将
来
の

神
事
の
在
り
方
を
心
配
し
て
い

た
。

　

翌
日
は
、
松
江
城
の
敷
地
内

に
あ
る
城
山
稲
荷
神
社
を
見
学

し
て
か
ら
、
祭
り
の
期
間
中
、

御
神
霊
の
お
み
こ
し
が
安
置
さ

れ
る
阿
太
加
夜
神
社
を
訪
ね

た
。
境
内
で
は
櫂
伝
馬
踊
を
陸

上
で
披
露
す
る
た
め
の
陸
船
５

隻
が
保
管
さ
れ
、
本
番
を
待
っ

て
い
た
。

　

メ
モ　

２
０
１
９
年
の
ホ
ー

ラ
ン
エ
ン
ヤ
は
５
月
18
日
に
渡

御
祭
、
22
日
に
中
日
祭
、
26
日

に
還
御
祭
が
行
わ
れ
る
。
問
い

合
わ
せ
は
松
江
観
光
協
会　

電

話
０
８
５
２
（
27
）
５
８
４

３
。
（
記
事
・
写
真
は
時
事
）

船神事「ホーランエンヤ」の地を訪ねて
松江市  ５月に10年ぶり開催

（
上
か
ら
）
ヌ
ク
王
子
の
肖
像
▽
ウ
ィ
レ
ム
５
世
の
肖
像
▽
ラ
ッ
フ
ル
ズ
の
肖
像
＝
い
ず
れ
も
ウ
ィ
キ
メ
デ
ィ
ア
・
コ
モ
ン
ズ

（
上
か
ら
）
太
鼓
の
練
習
を
す
る
馬
潟
地
区
の
子
ど
も
た
ち
▽
２
０
０
９
年
５
月
に
行
わ
れ
た
前
回
の
「
ホ
ー
ラ
ン

エ
ン
ヤ
」
で
披
露
さ
れ
た
櫂
伝
馬
踊
＝
伝
統
・
ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
協
賛
会
提
供
▽
松
江
ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
伝
承
館

４
０
０
年
近
く
続
く
伝
統
の
船
神
事

の
資
料
が
展
示
さ
れ
た
松
江
ホ
ー
ラ

ン
エ
ン
ヤ
伝
承
館

　

日
本
三
大
船
神
事
の
一
つ
「
ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
」
（
松
江

城
山
稲
荷
神
社
式
年
神
幸
祭
）
が
５
月
、
松
江
市
で
10
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
る
。
４
０
０
年
近
く
の
歴
史
を
持
つ
伝
統
神

事
ゆ
か
り
の
地
で
、
準
備
に
余
念
が
な
い
人
々
を
訪
ね
た
。
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国
際
女
性
デ
ー　
国
連
が
、
特
定
の
テ

ー
マ
に
つ
い
て
関
心
を
高
め
る
た
め
に
制

定
す
る
記
念
日
の
一
つ
に
「
国
際
女
性
デ

ー
」
が
あ
り
ま
す
。
女
性
へ
の
差
別
を
な

く
し
、
地
位
を
高
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的

に
、
毎
年
３
月
８
日
に
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

女
性
デ
ー
は
、
20
世
紀
に
入
り
ア
メ
リ

カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
働
く
人
の
待
遇
（
た

い
ぐ
う
）
改
善
や
、
女
性
が
政
治
に
か
か

わ
る
権
利
を
求
め
る
運
動
が
さ
か
ん
に

な
っ
た
こ
と
が

起
源
と
さ
れ
ま

す
。
記
念
日
が

３
月
８
日
に
な
っ
た
理
由
は
は
っ
き
り
し

ま
せ
ん
が
、
１
９
０
４
年
の
ア
メ
リ
カ
で

の
デ
モ
や
17
年
の
ロ
シ
ア
で
の
ス
ト
ラ
イ

キ
の
日
に
ち
と
す
る
説
が
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
テ
ー
マ
が
か
か
げ
ら
れ
、
今
年
は

「
平
等
に
考
え
、
聡
明
（
そ
う
め
い
）
に

構
築
し
、
変
化
に
向
け
た
革
新
を
」
。
８

日
に
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連

本
部
で
公
式
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
る
ほ

か
、
そ
の
前
後
に
も
日
本
を
は
じ
め
世
界

各
地
で
デ
モ
行
進
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。

国
際
女
性
デ
ー
の

記
念
イ
ベ
ン
ト
で

行
進
す
る
女
性
た

ち
＝
２
０
１
８
年

３
月
８
日
、
ア
メ
リ

カ
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

（
Ａ
Ｆ
Ｐ
時
事
）

競泳の池江選手が白血病を公表
「必ずもどってきます」

　

競
泳
女
子
の
池
江
璃
花
子
選

手
（
18
）
が
自
分
の
ツ
イ
ッ
タ

ー
で
白
血
病
と
診
断
（
し
ん
だ

ん
）
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。
昨
年
の
ジ
ャ
カ
ル

タ
・
ア
ジ
ア
大
会
で
は
６
個
の

金
メ
ダ
ル
に
か
が
や
い
た
期
待

の
若
手
選
手
に
多
く
の
人
か
ら

は
げ
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｑ　

白
血
病
っ
て
ど
ん
な
病

気
？

　

Ａ　
血
液
の
元
に
な
る
細
胞

（
さ
い
ぼ
う
）
が
が
ん
化
し
、

異
常
に
増
え
る
病
気
で
す
。
正

常
な
血
液
細
胞
が
造
（
つ
く
）

れ
な
く
な
る
た
め
に
、
体
に
異

常
が
起
き
ま
す
。
し
か
し
、
抗

（
こ
う
）
が
ん
剤
（
ざ
い
）
や

骨
髄
移
植
（
こ
つ
ず
い
い
し
ょ

く
）
な
ど
の
有
効
な
治
療
（
ち

り
ょ
う
）
法
も
あ
り
、
回
復
す

る
人
も
大
勢
い
ま
す
。

　

Ｑ　
つ
ら
い
の
は
池
江
選
手

だ
ね
。

　
Ａ　
多
く
の
は
げ
ま
し
を
受

け
て
新
た
に
書
か
れ
た
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
は
、
「
神
様
は
乗
り
こ

え
ら
れ
な
い
試
練
は
あ
た
え
な

い
。
自
分
に
乗
り
こ
え
ら
れ
な

い
壁
（
か
べ
）
は
な
い
」
と
し

て
「
必
ず
も
ど
っ
て
き
ま
す
」

と
力
強
く
語
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
治
療
に
役
立
つ
骨
髄
バ
ン

ク
や
献
血
（
け
ん
け
つ
）
へ
の

協
力
が
広
ま
っ
て
い
る
こ
と
に

も
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

　

Ｑ　
骨
髄
バ
ン
ク
っ
て
何
？

　
Ａ　
ド
ナ
ー
（
提
供
者
）
の

骨
髄
を
使
っ
て
、
血
を
造
る
健

康
な
細
胞
を
移
植
す
る
治
療
法

が
骨
髄
移
植
で
す
。
日
本
骨
髄

バ
ン
ク
に
は
約
49
万
４
０
０
０

人
の
ド
ナ
ー
が
登
録
さ
れ
、
患

者
（
か
ん
じ
ゃ
）
と
マ
ッ
チ
ン

グ
さ
せ
ま
す
。
年
間
１
２
０
０

〜
１
３
０
０
人
の
患
者
が
移
植

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ド
ナ
ー
登
録
が
で
き
る
の
は

18
歳
（
さ
い
）
か
ら
で
す
が
、

日
本
骨
髄
バ
ン
ク
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
分
か
り
や
す
い
解
説
の

サ
イ
ト
「
教
え
て　

骨
髄
バ
ン

子
ち
ゃ
ん
！
」
が
あ
り
、
広
報

担
当
者
は
「
骨
髄
移
植
や
バ
ン

ク
に
つ
い
て
ぜ
ひ
知
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

㊤ジャカルタ・アジア大会で６個の金メダルにかが
やいた池江璃花子選手＝2018年８月24日（ジャカル
タ時事）㊦競泳コナミオープンの会場で池江璃花子
選手へのはげましの寄せ書きをする人たち＝２月16
日、千葉県習志野市

車いすラグビー、バスケの整備士

激
し
い
衝
突
と
繊
細
な
動
き

東 京 2 0 2 0
パラリンピック

日
本
代
表
の
官
野
一
彦
（
か
ん
の
・

か
ず
ひ
こ
）
選
手
が
乗
る
ラ
グ
ビ
ー

用
攻
撃
型
車
い
す
。
１
台
１
０
０
万

円
を
超
え
る
が
、
プ
レ
ー
に
お
け
る

重
要
度
は
高
い
＝
１
月
27
日
、
東
京

都
品
川
区
の
日
本
財
団
パ
ラ
ア
リ
ー

ナ
　

車
い
す
の
激
し
い
衝
突
（
し

ょ
う
と
つ
）
が
魅
力
（
み
り
ょ

く
）
で
も
あ
る
ラ
グ
ビ
ー
と
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
。
耐
久
性

（
た
い
き
ゅ
う
せ
い
）
を
求
め

ら
れ
る
選
手
の
「
愛
車
」
は
、

溶
接
（
よ
う
せ
つ
）
が
必
要
な

フ
ル
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
。
手
作

り
の
た
め
、
整
備
士
（
メ
カ
ニ

ッ
ク
）
の
腕
（
う
で
）
が
選
手

た
ち
の
活
や
く
を
支
え
ま
す
。

　

両
競
技
と
も
タ
イ
ヤ
の
パ
ン

ク
は
い
つ
も
の
こ
と
。
２
本
の

予
備
タ
イ
ヤ
を
用
意
し
ま
す

が
、
試
合
中
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

は
１
分
間
。
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー

で
通
称
（
つ
う
し
ょ
う
）
「
ラ

グ
車
（
し
ゃ
）
」
の
修
理
な
ど

タ
イ
ヤ
を
点
検
す
る
三
山
慧
さ

ん
。
「
選
手
が
乗
っ
て
い
な
い
と

き
の
方
が
忙
（
い
そ
が
）
し
い
」

と
笑
う

を
担
当
す
る
日
本
代
表
チ
ー

ム
の
三
山
慧
さ
ん
（
33
）
は

「
（
使
え
る
）
タ
イ
ヤ
が
な
く

な
る
と
メ
ン
バ
ー
交
代
が
必
要

に
な
り
、
戦
術
に
も
影
響
（
え

い
き
ょ
う
）
す
る
」
と
言
い
ま

す
。

　

ス
ピ
ー
ド
や
旋
回
（
せ
ん
か

い
）
力
を
重
視
し
た
攻
撃
（
こ

う
げ
き
）
型
と
タ
ッ
ク
ル
の
威

力
（
い
り
ょ
く
）
を
発
揮
す
る

守
備
型
で
、
車
体
の
種
類
が
異

な
る
の
も
特
ち
ょ
う
。
「
最
も

障
害
の
た
め
握
力
（
あ
く
り
ょ
く
）

が
弱
い
選
手
も
特
殊
（
と
く
し
ゅ
）

な
グ
ロ
ー
ブ
と
手
の
ひ
ら
に
松
や
に

を
ぬ
る
な
ど
し
て
専
用
ボ
ー
ル
を
キ

ャ
ッ
チ
す
る

２
ひ
き
同
時
に
ね
ら
う
ハ
ン
タ
ー

ア
ブ
ラ
コ
ウ
モ
リ

　

ア
ブ
ラ
コ
ウ
モ
リ
は
日
本
人

に
と
っ
て
最
も
身
近
な
コ
ウ
モ

リ
で
す
。
人
家
を
ね
ぐ
ら
に
し

て
暮
ら
し
て
お
り
、
日
が
暮
れ

る
こ
ろ
外
に
出
て
ひ
ら
ひ
ら
と

飛
び
回
り
、
蚊
（
か
）
な
ど
の

小
さ
な
虫
を
と
ら
え
て
食
べ
ま

す
。

　

空
を
飛
ぶ
に
は
多
く
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
か
ら
、
哺

乳
類
（
ほ
に
ゅ
う
る
い
）
と
し

て
は
異
常
な
量
の
食
べ
物
を
食

べ
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
コ
ウ
モ
リ
は
、

人
の
耳
に
は
聞
こ
え
な
い
高
い

音
（
超
＝
ち
ょ
う
＝
音
波
）
を

出
し
、
そ
の
は
ね
返
り
を
聞
く

と
い
う
方
法
で
空
中
の
虫
を
探

し
ま
す
。
し
か
し
、
相
手
は
小

さ
な
虫
。
コ
ウ
モ
リ
は
ど
う
や

っ
て
、
ぶ
ん
ぶ
ん
と
飛
び
回
る

虫
を
次
々
と
大
量
に
と
ら
え
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

最
近
、
同
志
社
大
学
の
藤
岡

慧
明
さ
ん
ら
の
チ
ー
ム
が
そ
の

お
ど
ろ
く
べ
き
行
動
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。
コ
ウ
モ
リ
は
超

音
波
を
目
の
前
に
い
る
１
ぴ
き

の
虫
だ
け
で
な
く
、
そ
の
次
に

つ
か
ま
え
る
虫
の
方
向
に
も
発

信
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

目
の
前
の
虫
に
向
か
っ
て
ま
っ

す
ぐ
飛
ぶ
の
で
は
な
く
、
そ
の

次
の
虫
も
ス
ム
ー
ズ
に
つ
か
ま

え
ら
れ
る
よ
う
に
、
弧
（
こ
）

を
え
が
い
て
飛
ん
で
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
行
動
を
く
り
返
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
小
さ
な
虫
を

次
々
と
効
率
的
に
と
ら
え
て
い

ま
し
た
。

　

コ
ウ
モ
リ
は
ひ
ら
ひ
ら
と
飛

ん
で
１
ぴ
き
の
虫
を
と
ら
え
る

前
に
、
次
の
虫
に
も
ね
ら
い
を

定
め
て
い
る
ス
ゴ
腕
（
う
で
）

の
ハ
ン
タ
ー
な
の
で
す
。
（
渡

辺
佑
基
・
国
立
極
地
研
究
所
准

教
授
）

ア
ブ
ラ
コ
ウ
モ
リ
＝
さ
つ
え
い
・
藤

岡
慧
明

芝
か
り
機
の
耐
久
レ
ー
ス

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

　

雪
を
か
き
分
け
て
つ
く
っ
た

コ
ー
ス
を
勢
い
よ
く
走
る
レ
ー

サ
ー
た
ち
。
雪
で
お
お
い
つ
く

さ
れ
て
し
ま
う
た
め
に
冬
の
間

は
出
番
が
な
い
芝
（
し
ば
）
か

り
機
を
活
用
し
た
レ
ー
ス
大
会

が
９
日
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
南
西

部
の
ラ
ビ
ア
で
開
さ
い
さ
れ
ま

し
た
。

　

芝
か
り
機
と
あ
な
ど
る
な
か

れ
。
改
造
に
よ
っ
て
最
高
時
速

１
０
０
キ
ロ
で
走
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
大
会
に
は
、
国
内
外

の
約
40
チ
ー
ム
が
自
ま
ん
の

「
愛
車
」
で
参
加
。
１
周
１
・

６
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
12
時
間
走

り
続
け
る
耐
久
（
た
い
き
ゅ

修
理
の
機
会
が
多
い
競
技
だ
と

思
う
」

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
「
バ

ス
ケ
車
」
を
あ
つ
か
う
日
本
代

表
チ
ー
ム
の
メ
カ
ニ
ッ
ク
、
上

野
正
雄
さ
ん
（
40
）
は
「
ふ
だ

ん
な
ら
で
き
る
こ
と
も
試
合
中

は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
す
ご
く
て

大
変
」
。

　

片
輪
で
シ
ュ
ー
ト
す
る
よ
う

な
繊
細
（
せ
ん
さ
い
）
な
動
き

も
。
各
選
手
が
求
め
る
タ
イ
ヤ

の
空
気
圧
を
記
憶
（
き
お
く
）

し
、
「
常
に
戦
え
る
よ
う
に
注

意
を
は
ら
っ
て
い
る
」
と
力
を

こ
め
ま
し
た
。

う
）
レ
ー
ス
で
す
。

　

み
ぞ
れ
が
降
り
し
き
る
中
、

参
加
者
は
雪
が
解
け
て
ぬ
か
る

ん
だ
コ
ー
ス
を
、
衝
突
（
し
ょ

う
と
つ
）
し
た
り
、
後
ろ
か
ら

お
し
て
も
ら
っ
た
り
し
な
が
ら

走
行
。
コ
ー
ス
状
態
が
悪
く
な

っ
た
た
め
、
レ
ー
ス
は
７
時
間

で
打
ち
切
ら
れ
ま
し
た
が
、
優

勝
し
た
チ
ー
ム
は
１
２
５
周
を

記
録
し
た
そ
う
で
す
。

（
Ａ
Ｆ
Ｐ
時
事
）
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仙台に「巨大顕微鏡」建設へ
次世代放射光施設  ナノレベルの解析で技術革新

　

特
殊
な
Ｘ
線
を
使
い
、
ナ
ノ

レ
ベ
ル
で
物
質
を
見
る
次
世
代

放
射
光
施
設
が
、
仙
台
市
の

東
北
大
キ
ャ
ン
パ
ス
に
建
設
さ

れ
る
。
直
径
約
１
０
０
メ
ー
ト

ル
の
リ
ン
グ
型
で
、
分
か
り
や

す
く
言
え
ば
「
巨
大
な
顕
微

鏡
」
だ
。
国
内
初
の
施
設
で
、

２
０
２
３
年
度
に
運
用
を
始
め

る
。
最
先
端
の
科
学
技
術
で
東

北
か
ら
国
際
競
争
力
あ
る
研
究

や
製
品
の
発
信
を
目
指
す
。

　
仙
台
か
ら
技
術
革
新
を

　

次
世
代
放
射
光
施
設
は
、
軟

Ｘ
線
と
呼
ば
れ
る
放
射
光
の
中

で
も
輝
度
の
高
い
も
の
を
照
射

す
る
こ
と
で
、
物
質
の
性
質
や

機
能
を
ナ
ノ
レ
ベ
ル
で
分
析
で

き
る
。
創
薬
や
新
材
料
開
発
な

ど
幅
広
い
産
業
応
用
が
期
待
さ

れ
る
。

　

東
北
６
県
の
７
国
立
大
学
が

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を

学
術
面
か
ら
後
押
し
し
よ
う

と
、
12
年
に
施
設
の
誘
致
活

動
を
始
め
、
文
部
科
学
省
が
昨

年
７
月
、
東
北
大
へ
の
整
備
を

決
め
た
。
建
設
主
体
は
、
国
側

が
量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機

構
、
地
域
側
は
東
北
大
と
東
北

経
済
連
合
会
な
ど
で
構
成
す
る

「
光
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
」
（
仙
台
市
）
と
宮
城

県
、
仙
台
市
な
ど
。

　

同
セ
ン
タ
ー
理
事
長
で
、
東

北
大
多
元
物
質
科
学
研
究
所
の

高
田
昌
樹
教
授
は
「
施
設
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
良
く
、
国
内
外
か

ら
研
究
者
や
技
術
者
が
集
ま
っ

て
く
る
。
仙
台
が
日
本
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
中
心
に
な
る
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
総
工
費
360
億
円

　

建
設
予
定
地
は
東
北
大
の
青

葉
山
新
キ
ャ
ン
パ
ス
（
仙
台

市
青
葉
区
）
。
19
年
度
に
着

工
、
23
年
度
中
の
完
成
と
運

用
開
始
を
目
指
す
。
総
工
費
は

３
６
０
億
円
で
、
１
７
０
億
円

を
地
域
側
が
、
残
り
は
同
機
構

が
負
担
す
る
。
地
域
側
は
県
と

市
で
35
億
円
を
拠
出
し
、
そ
れ

以
外
は
セ
ン
タ
ー
が
企
業
の
出

資
金
な
ど
で
賄
う
。

　

研
究
開
発
に
も
期
待
が
か
か

る
。
岩
手
大
理
工
学
部
の
吉
本

則
之
教
授
は
「
次
世
代
放
射

光
で
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
油
脂
構

造
の
解
析
に
取
り
組
み
た
い
。

品
質
管
理
に
つ
な
が
り
、
食
品

業
界
だ
け
で
な
く
油
脂
業
界
に

も
影
響
が
あ
る
」
と
意
欲
を
示

す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
専
門
知
識
を
持

た
な
い
企
業
で
も
効
果
的
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
企
業
が
持
ち

込
む
課
題
に
対
し
専
門
の
分
析

会
社
が
最
適
の
研
究
者
を
紹
介

す
る
仕
組
み
を
導
入
す
る
。
中

小
企
業
向
け
の
相
談
窓
口
も
設

置
す
る
。

　

東
北
経
済
連
合
会
は
産
業
活

用
や
技
術
開
発
な
ど
に
よ
る
全

国
へ
の
経
済
効
果
を
10
年
間
で

１
兆
９
０
０
０
億
円
と
は
じ
い

た
。

　
建
設
資
金
確
保
が
焦
点

　

一
方
、
同
セ
ン
タ
ー
に
と
っ

て
最
重
要
課
題
は
建
設
費
の
財

源
と
な
る
出
資
金
集
め
。
出

資
金
は
放
射
光
施
設
の
利
用
権

と
結
び
付
い
て
お
り
、
１
口

５
０
０
０
万
円
で
10
年
間
に

計
２
０
０
時
間
の
利
用
枠
と
、

50
万
円
で
２
時
間
の
中
小
企
業

枠
が
あ
る
。

　

前
者
の
出
資
企
業
は
約
60

社
、
中
小
枠
は
６
６
０
０
万
円

が
集
ま
っ
た
。
セ
ン
タ
ー
事
務

局
は
「
建
設
期
間
の
５
年
で
順

調
に
集
ま
る
」
と
見
込
ん
で
い

る
。

加
盟
数
、伸
び
悩
む

大
学
ス
ポ
ー
ツ
協
会   

メ
リ
ッ
ト
見
え
ず
、様
子
見
か

　

全
国
レ
ベ
ル
で
大
学
の
ス
ポ

ー
ツ
活
動
を
統
括
す
る
大
学
ス

ポ
ー
ツ
協
会
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｓ

＝
ユ
ニ
バ
ス
）
が
３
月
に
設
立

さ
れ
る
。
鈴
木
大
地
ス
ポ
ー
ツ

庁
長
官
の
肝
煎
り
で
始
ま
っ
た

事
業
。
し
か
し
、
参
加
資
格
の

あ
る
大
学
や
競
技
団
体
の
動
き

が
鈍
く
、
加
盟
校
や
団
体
の
数

は
伸
び
悩
み
、
今
後
の
課
題
を

抱
え
な
が
ら
の
始
動
と
な
り
そ

う
だ
。

　
日
本
版
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ａ

　

協
会
設
立
に
あ
た
っ
て
ス
ポ

ー
ツ
庁
が
掲
げ
た
目
的
は
大
学

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
。
そ
の
た
め

に
大
学
ス
ポ
ー
ツ
が
自
ら
収
益

を
上
げ
て
活
動
費
を
稼
げ
る
態

勢
を
築
く
こ
と
を
目
指
す
。

　

モ
デ
ル
は
全
米
大
学
体
育
協

会
（
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ａ
）
だ
。
Ｎ
Ｃ
Ａ

Ａ
は
人
気
の
あ
る
ア
メ
リ
カ

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
な
ど
を
中
心
に
試
合

の
放
映
権
を
管
理
し
、
年
間
約

千
億
円
を
稼
い
で
加
盟
校
に
分

配
す
る
。
こ
れ
が
各
大
学
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
財
源
と
な
る
。

　
収
入
目
標
は
20
億
円

　

日
本
で
収
益
を
上
げ
る
可
能

性
が
高
い
の
は
、
冬
の
風
物
詩

と
な
っ
た
箱
根
駅
伝
や
東
京
六

大
学
野
球
リ
ー
グ
戦
な
ど
、
一

部
の
競
技
に
な
る
と
み
ら
れ
て

い
る
。
ユ
ニ
バ
ス
は
試
合
の
映

像
配
信
や
グ
ッ
ズ
販
売
を
想
定

し
、
２
０
１
９
年
度
に
は
企
業

協
賛
金
も
含
め
20
億
円
の
収
入

を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

　

ガ
バ
ナ
ン
ス
（
統
治
）
向
上

の
面
で
も
期
待
が
か
か
る
。
大

学
の
場
合
、
別
財
源
の
活
動
費

を
持
つ
Ｏ
Ｂ
会
が
運

動
部
を
運
営
す
る
こ

と
が
多
い
が
、
透

明
性
が
低
く
不
祥
事

の
温
床
に
な
り
や
す

い
。
ユ
ニ
バ
ス
は
大

学
当
局
が
運
動
部
を

監
督
す
る
際
の
統
一

基
準
の
作
成
に
動
く

ほ
か
、
取
得
単
位
不

足
の
学
生
の
部
活
動
を
制
限
す

る
な
ど
学
業
と
の
両
立
を
促
す

方
策
も
積
極
的
に
進
め
る
と
し

て
い
る
。

　
鈍
い
加
盟
へ
の
動
き

　

し
か
し
、
ス
タ
ー
ト
間
近
に

な
っ
て
も
、
各
大
学
、
競
技
団

体
の
加
盟
数
は
伸
び
な
い
の
が

現
状
だ
。
昨
年
末
に
開
催
さ
れ

た
設
立
準
備
委
員
会
に
参
加
し

た
団
体
数
は
、
約
80
に
と
ど
ま

っ
た
。

　

こ
う
し
た
反
応
の
鈍
さ
の
理

由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、

加
盟
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
メ
リ

ッ
ト
が
明
確
に
見
え
な
い
こ
と

だ
。
収
益
事
業
の
一
つ
に
掲
げ

ら
れ
た
映
像
配
信
で
、
人
気
の

高
い
競
技
が
商
品
化
で
き
る
の

か
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
各
団
体
の
加
盟
費
は

年
間
10
万
円
と
さ
れ
て
お
り
、

「
多
額
で
は
な
く
て
も
、
大
学

本
部
が
納
得
で
き
な
け
れ
ば
加

盟
費
を
出
す
こ
と
は
難
し
い
」

と
話
す
大
学
関
係
者
も
い
た
。

２
月
に
入
り
、
全
日
本
大
学
野

球
連
盟
が
参
加
を
表
明
し
た

が
、
様
子
見
を
決
め
込
む
団
体

が
依
然
多
い
の
が
実
情
だ
。

　

国
内
に
存
在
し
な
か
っ
た
大

学
ス
ポ
ー
ツ
界
の
統
括
団
体
が

必
要
と
い
う
理
念
に
は
理
解
が

広
ま
っ
て
い
る
。
各
大
学
に
ユ

ニ
バ
ス
加
盟
の
利
点
を
分
か
り

や
す
く
示
せ
る
か
ど
う
か
。
そ

れ
が
協
会
運
営
の
成
否
を
大
き

く
左
右
し
そ
う
だ
。

　

探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
２
」
の

着
陸
成
功
を
受
け
、
初
代
「
は

や
ぶ
さ
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ジ
ャ
ー
を
務
め
た
宇
宙
航
空

研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）

の
川
口
淳
一
郎
教
授
が
22
日
、

取
材
に
応
じ
、
「
は
や
ぶ
さ
２

は
大
き
な
進
歩
。
成
長
し
て
頼

も
し
く
思
っ
て
い
る
」
と
た
た

え
た
。

　

着
陸
が
確
認
さ
れ
た
瞬
間
、

管
制
室
で
快
挙
を
喜
び
合
っ
た

川
口
さ
ん
。
運
用
チ
ー
ム
に
余

計
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
ま

い
と
の
配
慮
か
ら
、
着
地
に
向

け
た
最
終
判
断
が
終
わ
る
の
を

待
っ
て
、
室
内
に
入
っ
た
と
明

か
し
た
。

　

ほ
ぼ
完
璧
な
着
陸
を
果
た
し

た
後
輩
た
ち
の
働
き
ぶ
り
に

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
行
に
彼
ら

な
り
の
独
自
の
進
歩
が
あ
り
、

こ
れ
な
ら
大
丈
夫
だ
と
思
っ

た
」
と
目
を
細
め
た
。　

　

２
０
０
５
年
11
月
、
小
惑
星

「
イ
ト
カ
ワ
」
に
２
回
の
着
陸

を
し
た
も
の
の
、
試
料
採
取

装
置
の
弾
丸
が
発
射
さ
れ

ず
、
川
口
さ
ん
は
「
痛
恨
だ

っ
た
」
と
語
る
。
今
回
は
、

無
事
に
発
射
さ
れ
た
こ
と
を

運
用
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
と
と

も
に
確
認
し
、
「
13
年
前
の

宿
題
が
や
っ
と
返
せ
た
」
と

笑
顔
を
見
せ
た
。

　

２
０
２
０
年
に
卒
業
す
る
学

生
向
け
の
会
社
説
明
会
が
３
月

１
日
、
ス
タ
ー
ト
し
た
。
経
団

連
の
就
職
活
動
ル
ー
ル
に
基
づ

く
説
明
会
の
開
催
は
こ
と
し
が

最
後
。
若
年
人
口
の
減
少
を
背

景
に
、
企
業
の
採
用
難
が
続
い

て
お
り
、
自
社
の
採
用
基
準
を

引
き
下
げ
て
で
も
人
手
を
確
保

し
た
い
企
業
が
や
や
増
え
て
い

る
よ
う
だ
。

　

リ
ク
ル
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
（
東

京
）
が
企
業
や
学
生
を
対
象
に

実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、
20

年
卒
採
用
で
自
社
の
計
画
人
数

を
確
保
で
き
な
い
場
合
、
「
採

用
数
に
満
た
な
く
て
も
求
め
る

人
材
レ
ベ
ル
は
下
げ
な
い
」
と

い
う
回
答
が
50
・
３
％
と
最
も

多
か
っ
た
。

　

一
方
、
「
採
用
数
を
満
た
す

た
め
基
準
を
見
直
し
、
柔
軟
に

対
応
す
る
」
と
の
回
答
は
16
・

０
％
で
、
前
年
か
ら
２
・
１
ポ

イ
ン
ト
と
小
幅
上
昇
し
た
。
同

社
は
、
人
手
確
保
を
優
先
し
、

「
採
用
基
準
を
若
干
緩
め
る
傾

向
も
あ
る
」
（
調
査
担
当
者
）

と
分
析
し
て
い
る
。

　

19
年
卒
採
用
で
計
画
人
数
を

満
た
し
た
企
業
は
全
体
の
47
・

０
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
規
模
別

で
は
、
従
業
員
数
５
千
人
以
上

の
企
業
で
52
・
１
％
と
半
数
を

わ
ず
か
に
超
え
た
が
、
３
０
０

人
未
満
は
44
・
４
％
と
低
迷
。

業
種
別
で
は
、
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
需
要
に
沸
く
建

設
業
が
36
・
６
％
と
特
に
厳
し

か
っ
た
。

　

現
在
の
就
活
ル
ー
ル
で
は
、

大
学
３
年
生
の
３
月
に
会
社
説

明
会
、
４
年
生
の
６
月
に
選
考

面
接
が
始
ま
り
、
内
定
は
10
月

以
降
に
な
る
。

東
京
六
大
学
野
球
は
人

気
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な

る
可
能
性
。
写
真
は

２
０
１
５
年
春
季
リ
ー

グ
で
優
勝
を
決
め
た
早

稲
田
大
ナ
イ
ン
に
拍

手
を
送
る
フ
ァ
ン
＝

２
０
１
５
年
５
月
30

日
、
東
京
・
神
宮
球
場

「
大
き
な
進
歩
、頼
も
し
い
」

初
代「
は
や
ぶ
さ
」の
川
口
教
授

取
材
に
応
じ
る
初
代
は
や
ぶ
さ

の
責
任
者
を
務
め
た
川
口
淳
一

郎
教
授
＝
22
日
、
相
模
原
市
中

央
区
の
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
科
学
研

究
所

人
手
確
保
へ
基
準
緩
和
も

会
社
説
明
会
、１
日
か
ら

次
世
代
放
射
光
施
設
に
つ
い
て
講

演
を
行
う
、
東
北
大
多
元
物
質
科

学
研
究
所
の
高
田
昌
樹
教
授
＝
１

月
30
日
、
仙
台
市
青
葉
区

㊤
東
北
大
キ
ャ
ン
パ
ス
（
仙
台
市
）
で
２
０
１
９
年
度
か
ら
建
設
工
事
が
始
ま
る
、
次
世
代
放
射
光
施
設
の
完
成
予
想
図
＝
光
科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
提
供
㊥
次
世
代
放
射
光
施
設
が
建
設
さ
れ
る
東
北
大
青
葉
山
新
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
予
定
地
＝
２
月
５
日
、
仙
台
市
青
葉
区
㊦
次
世
代
放
射
光
施
設
の
産
学
連

携
を
推
進
す
る
東
北
大
多
元
物
質
科
学
研
究
所
（
片
平
キ
ャ
ン
パ
ス
）
＝
２
月
５
日
、
仙
台
市
青
葉
区
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■「尾ノ内百景氷柱」が見頃

　埼玉県小鹿野町で、「尾ノ内百
景氷柱」が見頃を迎えている＝写
真。幅約250メートル、高さ約60
メートルの氷の芸術は、毎週土曜
日の日没から午後８時までライト
アップされ、連日、多くの観光客
らでにぎわっている。公開は３月
上旬までの予定。
　日本百名山の一つ「両神山」
（標高1723メートル）を源流とす
る河原沢の上流からホースで水を
引き込み、ポンプは使わず自然の
落差の力を利用して散水。氷柱
は、朝番の厳しい冷え込みによっ
て作り上げる。
　河原沢地区住民による実行委
員会が運営し、2018年は４万5000
人が来場。実行委の北孝行会長に
よると、一般公開してから今回で
10年目だが、外国人観光客が年々
増え、ことしは中国、韓国、タイ
などアジアの観光客も目立つとい
う。

■かるたで郷土愛育む

　兵庫県佐用町の名所や史跡、文
化などをテーマにしたジャンボか
るたがこのほど、お披露目された
＝写真。取り札のイラストは、主
に町の小中学生から応募のあった
「あ」から「わ」までえりすぐり
の44点。遊びながらにして自然
に郷土愛が育まれるかるたに仕上
げた。
　制作したのは、町の役場や商工
会などで組織する「佐用ふるさ
とかるたプロジェクト実行委員
会」。委員会が用意した読み札一
覧を基に、小学３年から中学３年
までの児童生徒が夏休みの自由課
題として原画を描いた。「な」は
「夏の田に笑顔で並ぶひまわりの
花」、「み」は「みそ・しょうゆ
　豆腐もおいしい　もち大豆」、
「へ」は「へびの尾で撫（な）で
られた山　大撫山」など、文言か
らイメージされる豊かな表現のデ
ザインがそろう。

　

東
日
本
大
震
災
事
業
者
再
生

支
援
機
構
の
松
崎
孝
夫
社
長
は

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
、
被
害

を
受
け
た
中
小
零
細
企
業
の
支

援
を
強
化
す
る
考
え
を
示
し

た
。
被
災
地
で
は
、
津
波
や
東

京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
の

被
害
が
大
き
い
沿
岸
部
を
中
心

に
「
将
来
が
見
通
せ
ず
、
廃
業

す
る
事
業
者
が
出
始
め
、
倒
産

も
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
」
と

指
摘
。
震
災
か
ら
８
年
が
た
っ

て
も
将
来
展
望
を
描
け
な
い
で

い
る
小
規
模
事
業
者
へ
の
幅
広

い
支
援
が
喫
緊
の
課
題
だ
と
強

調
し
た
。

　

ま
た
、
震
災
直
後
に
自
治
体

を
通
じ
て
借
り
入
れ
た
復
旧
・

復
興
資
金
の
制
度
融
資
の
返
済

も
重
荷
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
公

的
融
資
は
返
済
を
５
年
程
度
猶

予
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
震

災
か
ら
８
年
が
経
過
し
、
一
部

で
返
済
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、

「
思
う
よ
う
に
事
業
が
好
転
せ

ず
、
借
金
に
苦
し
む
事
業
者
も

出
て
き
て
い
る
」
と
い
う
。

　

支
援
機
構
は
、
震
災
前
か
ら

借
り
入
れ
の
あ
る
事
業
者
が
復

旧
の
た
め
の
新
た
な
債
務
を
抱

え
る
「
二
重
ロ
ー
ン
」
問
題
の

解
決
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
被

災
者
か
ら
の
債
権
買
い
取
り

は
、
２
０
１
３
年
度
の
２
４
３

件
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い

る
。
松
崎
社
長
は
「
２
万
人
近

い
雇
用
を
守
れ
た
」
と
振
り
返

っ
た
。

　

現
在
、
力
を
入
れ
て
い
る
の

が
、
販
路
開
拓
な
ど
を
後
押
し

す
る
経
営
支
援
だ
。
債
権
買
い

取
り
な
ど
を
実
施
し
た
事
業
者

を
対
象
に
15
年
秋
か
ら
始
め
、

３
７
７
件
（
19
年
１
月
末
時

点
）
に
達
し
た
。

　

被
災
地
で
は
こ
の
８
年
で
建

設
な
ど
の
復
興
需
要
は
一
巡
し

た
。
一
方
、
岩
手
、
宮
城
の
沿

岸
部
で
は
震
災
後
に
流
出
し
た

人
口
は
思
う
よ
う
に
戻
っ
て
お

ら
ず
、
「
地
元
の
パ
ン
屋
や
理

髪
店
な
ど
地
域
の
事
業
者
は
厳

し
い
ま
ま
だ
」
と
話
す
。

　

原
発
事
故
の
避
難
指
示
区
域

が
残
る
福
島
県
は
先
を
見
通
せ

な
い
。
風
評
被
害
も
深
刻
で
、

旅
館
・
ホ
テ
ル
な
ど
の
観
光
業

も
苦
戦
が
続
く
。
高
齢
化
も
急

速
に
進
ん
で
お
り
、
「
後
継
者

が
い
て
も
、
将
来
性
に
見
切
り

を
つ
け
て
、
廃
業
を
選
ぶ
ケ
ー

ス
が
出
て
き
て
い
る
」
と
い

う
。

　

松
崎
社
長
は
、
さ
ら
な
る
復

興
に
は
「
地
域
全
体
の
振
興
や

産
業
活
性
化
、
新
規
事
業
の
育

成
に
地
道
に
取
り
組
む
し
か
な

い
」
と
分
析
し
て
い
る
。

廃
業
増
、中
小
企
業
の
支
援
急
務

震
災
支
援
機
構
社
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
る
東
日
本
大

震
災
事
業
者
再
生
支
援
機
構
の
松
崎

孝
夫
社
長
＝
14
日
、
東
京
都
千
代
田

区

民
間
に
国
有
林
の
長
期
伐
採
権

国
産
木
材
の
利
用
促
進
へ

　

林
野
庁
は
林
業
者
に
国
有
林

を
長
期
間
伐
採
で
き
る
「
樹
木

採
取
権
」
を
与
え
る
仕
組
み
を

導
入
す
る
。
国
有
林
は
森
林
全

体
の
３
割
を
占
め
、
国
産
木
材

の
２
割
弱
を
供
給
し
て
い
る
。

国
有
林
の
木
材
を
安
定
的
に
市

場
に
供
給
す
る
こ
と
で
、
国
産

材
の
利
用
促
進
に
つ
な
げ
た
い

考
え
だ
。
２
０
２
０
年
４
月
か

ら
の
実
施
を
目
指
す
。

海
外
よ
り
低
い
生
産
性

　

政
府
は
国
産
木
材
の
供
給
量

を
25
年
に
４
千
万
立
方
メ
ー
ト

ル
（
17
年
は
約
２
９
５
３
万
立

方
メ
ー
ト
ル
）
に
増
や
す
こ
と

を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
木
材

の
自
給
率
は
11
年
の
27
・
０
％

か
ら
17
年
に
は
36
・
１
％
と
７

年
連
続
で
上
昇
中

だ
。

　

一
方
で
、
国
内

の
林
業
者
の
１
人

当
た
り
の
生
産
性

は
海
外
と
比
べ
低

い
。
林
業
先
進
国

の
オ
ー
ス
ト
リ
ア

と
比
べ
る
と
、
１

立
方
メ
ー
ト
ル
当

た
り
の
丸
太
価
格

は
と
も
に
約
１
万

３
千
円
と
変
わ
ら

な
い
が
、
日
本
の

林
業
者
は
伐
採
と
流
通
に
か
か

る
コ
ス
ト
が
か
さ
む
た
め
、
実

収
入
は
約
３
５
０
０
円
と
、
オ

ー
ス
ト
リ
ア
の
半
分
以
下
に
と

ど
ま
る
。

　

林
野
庁
は
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア

は
機
械
化
が
進
み
、
道
路
も
し

っ
か
り
整
備
さ
れ
、
コ
ス
ト
が

安
く
済
む
」
（
経
営
企
画
課
）

と
分
析
す
る
。

当
面
10
カ
所
で
実
施

　

同
庁
が
目
標
達
成
の
た
め
の

柱
と
し
て
検
討
し
て
い
る
の

が
、
国
有
林
の
長
期
伐
採
権
の

導
入
だ
。
こ
れ
ま
で
は
毎
年
、

伐
採
の
場
所
・
時
期
・
量
を
指

定
し
、
入
札
に
掛
け
て
い
た

が
、
林
業
者
に
長
期
安
定
的
な

事
業
基
盤
を
与
え
る
こ
と
で
規

模
を
拡
大
し
、
コ
ス
ト
削
減
や

効
率
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
取

り
組
め
る
よ
う
に
す
る
。

　

長
期
伐
採
権
取
得
の
基
本
要

件
は
、
〔
１
〕
林
業
者
〔
２
〕

製
材
業
者
〔
３
〕
木
材
製
品
を

扱
う
中
小
住
宅
生
産
者
や
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
事
業
者
な
ど
―
―

の
川
上
、
川
中
、
川
下
の
３
者

が
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

事
業
に
取
り
組
む
こ
と
。
10
年

間
を
基
本
に
面
積
に
応
じ
て
最

長
50
年
伐
採
で
き
、
１
地
区
当

た
り
年
間
数
千
立
方
メ
ー
ト
ル

の
生
産
量
を
想
定
。
製
材
工
場

や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
工
場
の
新

増
設
な
ど
も
条
件
と
す
る
方

針
。
制
度
開
始
後
、
当
面
10
カ

所
程
度
で
の
実
施
を
見
込
む
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
中
高
層
の
建

物
に
使
用
で
き
る
強
度
を
持
つ

「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）
」

の
活
用
や
木
材
の
輸
出
な
ど
新

た
な
需
要
の
拡
大
も
期
待
し
て

い
る
。

　

一
方
、
こ
と
し
４
月
か
ら
、

所
有
者
不
明
な
ど
の
理
由
で
適

切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
私
有

人
工
林
を
市
町
村
が
管
理
し
、

商
業
ベ
ー
ス
に
乗
り
そ
う
な
も

の
は
林
業
者
に
再
委
託
す
る
新

た
な
制
度
が
始
ま
る
。
同
庁
は

こ
の
制
度
と
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
「
林
業
の
大
規
模
化
が
進

み
、
長
期
間
安
定
的
に
仕
事
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
設
備
投

資
や
雇
用
の
促
進
に
も
つ
な
が

る
」
と
期
待
す
る
。

３
者
つ
な
ぐ
仕
組
み
を
構
築

　

事
業
者
を
選
定
す
る
際
に

は
、
事
業
計
画
に
関
し
て
事
前

に
地
元
市
町
村
に
意
見
を
求
め

る
と
と
も
に
、
事
業
者
の
妥
当

性
に
つ
い
て
都
道
府
県
知
事
と

協
議
す
る
方
向
だ
。

　

事
業
者
に
は
事
業
の
実
施
結

果
を
毎
年
報
告
さ
せ
、
必
要
に

応
じ
て
調
査
な
ど
も
行
う
考
え

で
、
違
法
に
伐
採
し
た
場
合

は
、
権
利
の
取
り
消
し
な
ど
も

検
討
す
る
。

　

同
庁
は
「
19
年
度
は
林
業
者

や
製
材
業
者
な
ど
の
３
者
を
つ

な
ぐ
仕
組
み
を
新
た
に
構
築

し
、
林
業
者
に
パ
ー
ト
ナ
ー
を

見
つ
け
て
も
ら
う
機
会
を
提
供

し
た
い
。
最
近
は
国
産
材
を
使

い
た
い
と
い
う
事
業
者
が
非
常

に
多
く
、
ニ
ー
ズ
は
あ
る
」
と

し
て
い
る
。

重
機
を
使
っ
て
伐
採

し
た
木
材
を
搬
出
す

る
林
業
の
現
場
＝
神

奈
川
県
小
田
原
市
、

林
野
庁
提
供

　

京
都
市
東
山
区
の
高
台
寺
で

23
日
、
仏
教
の
教
え
を
分
か
り

や
す
く
説
明
す
る
ア
ン
ド
ロ
イ

ド
（
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
）
観
音

「
マ
イ
ン
ダ
ー
」

が
報
道
関
係
者
に

公
開
さ
れ
た
。
寺

関
係
者
は
「
普
段

仏
教
と
接
点
の
な

い
人
に
も
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
る

の
で
は
」
と
期
待
し
て
い
る
。

　

マ
イ
ン
ダ
ー
は
、
東
京
都
千

代
田
区
の
研
究
開
発
企
業
「
エ

ー
ラ
ボ
」
が
制
作
し
た
。
高
さ

約
１
９
５
セ
ン
チ
で
重
さ
約
60

キ
ロ
。
本
体
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

な
ど
で
で
き
て
お
り
、
頭
部
と

両
手
に
は
シ
リ
コ
ン
が
施
さ
れ

て
い
る
。

　

照
明
が
落
と
さ
れ
た
同
寺
の

ホ
ー
ル
で
、
幻
想
的
な
音
楽
を

背
景
に
、
般
若
心
経
の
教
え
や

「
人
間
と
は
何
か
」
に
つ
い
て

説
明
。
壁
に
は
英
語
と
中
国
語

の
字
幕
な
ど
も
映
し
出
さ
れ

た
。

　

高
台
寺
の
後
藤
典
生
執
事
長

は
記
者
会
見
で
、
「
仏
が
語
り

か
け
る
と
、
仏
教
の
教
え
が
も

っ
と
分
か
り
や
す
く
な
る
の
で

は
な
い
か
。
多
く
の
人
に
来
て

も
ら
い
、
仏
教
の
本
質
を
考
え

る
機
会
に
な
れ
ば
」
と
話
し

た
。　

　

マ
イ
ン
ダ
ー
は
３
月
８
日
〜

５
月
６
日
ま
で
一
般
公
開
さ
れ

る
。

色
鮮
や
か
な
つ
る
し
雛

　

福
島
市
飯
坂
町
に
残
る
江
戸

時
代
の
豪
農
の
屋
敷
「
旧
堀
切

邸
」
で
23
日
、
子
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
を
願
う
「
つ
る
し
雛

（
び
な
）
か
ざ
り
」
が
始
ま
っ

た
＝
写
真
。
こ
と
し
の
干
支

（
え
と
）
の
イ
ノ
シ
シ
な
ど
、

約
５
０
０
本
の
つ
る
し
飾
り
が

会
場
を
彩
り
、
観
光
客
ら
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。
３
月
３

日
ま
で
。

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
観
音
が
法
話

京
都・高
台
寺  「
興
味
持
つ
き
っ
か
け
に
」

報
道
陣
に
公
開
さ
れ

た
高
台
寺
の
ア
ン
ド

ロ
イ
ド
観
音
「
マ
イ

ン
ダ
ー
」
＝
23
日
午

後
、
京
都
市
東
山
区



　

現
地
採
用
者
の
集
い
「
現
採

会
」
は
21
日
、
中
央
ジ
ャ
カ
ル

タ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
門
」
で
懇

親
会
を
開
催
し
た
＝
写
真
。
参

加
者
10
人
の
う
ち
、
半
数
が
初

参
加
だ
っ
た
。
自
己
紹
介
か
ら

始
ま
り
、
盛
り
上
が
っ
た
。

　

次
回
は
３
月
30
日
の
開
催
を

予
定
。

　

「
ご
興
味
あ
る
方
は
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
」

　

問
い
合
わ
せ
は
石
井
さ
ん

（
携
帯
０
８
１
７
・
９
２
１

０
・
０
５
１
）
ま
で
。

　

問
い
合
わ
せ
は
松
島
さ

ん
（
メ
ー
ルY

A
S
U

K
I_

M
A

T
SU

SH
IM

A
@

cm
p.

co.jp

）
、
森
本
さ
ん
（
同yuu.

m
orim

oto@
ryosho.co.id

）
ま

で
。
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県人会や大学、高校の同窓会、同好会など邦人グループの開催告知や報告を掲載します。情報お待ちしております！
①団体名②開催日時③場所④内容⑤問い合わせ先を記載。告知・募集は180字か240字、開催報告は写真付、480字で。
メールjalanjalan@jkshimbun.com　☎021・230・3830　FAX021・230・3831

情報求む

　

広
島
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

が
集
ま
る
「
広
島
も
み
じ
会
」

は
24
日
、
バ
ン
テ
ン
州
タ
ン
ゲ

ラ
ン
県
の
テ
ィ
ガ
ラ
ク
サ
・
ゴ

ル
フ
・
レ
ジ
デ
ン
ス
で
、
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
、
総
勢
９

人
が
参
加
し
た
＝
写
真
。

　

結
果
は
山
下
さ
ん
が
初
優

勝
、
２
位
に
清
水
さ
ん
、
３
位

に
石
田
さ
ん
が
入
り
、
ベ
ス
ト

グ
ロ
ス
は
山
田
さ
ん
、
森
本
さ

ん
が
分
け
合
っ
た
。
懇
親
会
で

は
次
週
に
控
え
た
県
人
会
対
抗

戦
へ
向
け
た
作
戦
や
い
つ
も
通

り
の
地
元
ト
ー
ク
で
盛
り
上
が

っ
た
。

　

「
今
後
は
プ
ロ
野
球
の
開
幕

に
合
わ
せ
、
観
戦
会
も
行
う
予

定
。
会
員
は
随
時
募
集
し
て
お

り
、
広
島
に
何
か
ゆ
か
り
の
あ

る
方
で
あ
れ
ば
出
身
は
問
わ
ず

誰
で
も
歓
迎
し
ま
す
」

山
下
さ
ん
が
初
優
勝

２
位
は
清
水
さ
ん
、３
位
は
石
田
さ
ん

半
数
が
初
参
加10

人
で
盛
会

ゴルフコンペ

▼長野県人会
　 長 野 県 人 会は３月1 0日
（日）、バンテン州タンゲラ
ンのティガラクサ（旧タカ
ラ）ゴルフリゾートで第29回
ゴルフコンペを開催する。
　午前６時20分受付開始。プ
レー費は１人60万ルピア。参
加費は男性10万ルピア、女性
５万ルピア。会食費は割り勘
になる。申込締め切りは３月
４日（月）。
　「長野県にゆかりのある方
は誰でも参加できます！　お
待ちしています！」
　問い合わせは山中さん（メ
ールyamanaka@indotaisei.
com）まで。
▼タイすき会
　タイすき会は３月3 1日
（日）、西ジャワ州カラワン

県のロータスレイクス・ゴル
フクラブでゴルフコンペを開
催する。集合は午前６時、同
６時28分にスタート。会場は
西ジャワ州のブカシ県、カラ
ワン県などを予定。
　「現在タイすき会では新会
員を募集中。タイが好きな方
ならどなたでもＯＫ。興味の
ある方はぜひご連絡くださ
い」
　問い合わせは山本さん（メ
ールapa.yamamoto@gmail.
com）まで。
▼伊吹おろしの会
　名古屋大学同窓会（伊吹お
ろしの会）は３月９日（土）、
バンテン州タンゲラン県のテ
ィガラクサ・ゴルフレジデンス
で懇親ゴルフコンペを開く。
　同会は隔月で懇親会とゴル
フイベントを開催している。
　また、半年に１度行われる

七帝ゴルフ対抗戦に出場でき
る人を募集している。
　問い合わせは八木さん（メ
ールyagi@aica.co.id）まで。

懇親会

▼ジャカルタ成城会
　ジャカルタ成城会は３月８
日（金）午後６時半から、南
ジャカルタのダルマワンサホ
テル内にある日本料理店「石
亭」で春の定例会を開催す
る。
　「今回は前回の経済学部５
人衆以外にも、ジャカルタ在
住40年以上のＯＢのご参加表
明をいただいており、バラエ
ティーに富んだメンバーでの
盛り上がりを期待しておりま
す。成城学園関係（幼、初、
中、高、大、ファン、住人）
の皆さまのご参加をお待ちし
ています」

　問い合わせは石田さん（携
帯08521・7042・037、メール
yoishida3939＠hotmail.com）
まで。

募集

▼南山会
　愛知、南山学園の卒業生が
集まる「南山会」は、会員を
募集している。
　現在参加している会員は約
20人。ジャカルタ周辺を活動
範囲として、懇親会やゴルフ
などのイベントを定期的に開
催している。
　「大学や高校など、卒業段
階を問わず、幅広い年齢層、
駐在暦の人が参加していま
す！」
　問い合わせは倉知さん（携
帯08129・464・3166、メール
kurachi.desu@gmail.com）ま
で。

　なつやすみに、おうちで、バー
ベキューをしました。とわちゃん
とましゅうとやりました。まず、
おにくをたべました。そのあと、
マシュマロをくしにさして、やき

ました。じぶんでひのそばでやい
たので、てがあつくなりました。
あと、あたまがあつくなりまし
た。マシュマロはすこしちゃいろ
になるとおいしいです。あとそと
で、すいかわりをしました。おう
ちでかくれんぼやけいさつごっこ
をしました。またやりたいです。

バーベキュー
小学部１年６組
ふくおかあいり

　中学生になって初めてのＪフェ
スで、私のクラスは「体の中探検
隊」をやりました。食道と胃、腸
に分かれて、それぞれの場所で、
来た人にゲームやクイズに参加し
てもらいます。私は胃の担当にな
りました。胃ではカラーボールや
水風船を、的に投げて菌を退治し
ます。
　私は技術室に有った木材を使
い、的を作りました。はじめ的が
なかなか立たなかったけど、木材
のサイズに合わせて切ったダンボ
ールをどんどん周りに積んで支え
にして、やっとしっかり立った時
は嬉しかったです。ただギリギリ

まで、的をどのように使うかあや
ふやで、色々な人にどのように使
うか聞かれても、はっきりと答え
られませんでした。そして先生に
勧められて色も塗ったけど、この
色も何のためか、答えられません
でした。結局話し合って、濡れて
はいけないので、水風船でなくカ
ラーボールの的になりました。最
終的にゲームの役に立って、良か
ったです。
　当日は凄く忙しかったけど、沢
山のお客さんが来て、楽しんで帰
ってくれて、本当によかったで
す。
　最後までどうなるかわからない
ことも、目の前にあることを手を
抜かずに頑張ることは、大事だと
思いました。

これ役に立つのか？
中学部１年３組
田中　莉奈

　私は、今年の四月からお父さん
の仕事の都合でジャカルタに住む
ことになりました。そして、今回
の夏休みで日本に二週間だけ一時
帰国をしました。
　その一時帰国で改めて感じたこ
とは『日本の安全・安心』です。
　具体的には二つあります。
　一つ目は、町が安全なので自由
に行動ができます。例えば、友達
と四人、子供だけで遊園地やプー
ルに行く事ができました。夜の遅
い時間でなければ盆踊りや花火を
する事もできました。それは、日

本の治安や人が『安全・安心』だ
からです。
　そして二つ目は、食べる物が安
全で、色々な種類の料理を安心し
ていつでも食べられます。例え
ば、ジャカルタでの食事は、その
食材が安全か？を確認し、その次
に美味しいか？を考えなければい
けません。日本は違います。美味
しいさだけを考え、色々な食材を
料理したり、お店を選びます。こ
れも日本の食が『安全・安心』だ
からです。
　初めての海外生活の体験から
『日本の安全・安心』を感じ、改
めて日本の素晴らしさを体験した
夏休みでした。

『日本の安全・安心』を実感した夏休み
中学部１年３組
長松軒　幸希

　私はパシフィックプレイスにあ
るジブリのエキシビジョンに行き
ました。
　「崖の上のポニョ」や「千と千
尋の神隠し」などの写真を撮りま
した。その中で特にとってもうれ
しかったのは、トトロに出てくる
猫バスとの写真と、トトロと一緒
に傘を持った写真です。猫バスと
の写真ではバスの中に入ることが
でき、バスの中にあるいすなどは
ふわふわで、横からと、前から
と、後ろからたくさん写真を撮り
ました。妹とお母さんは、猫バス

と一緒に写真を撮るときが一番楽
しそうでした。
　トトロと一緒の写真では傘が一
つしかなかったので、妹と二人で
は何とか傘に入れたけど、お母さ
んも一緒に入って三人になると、
ぎゅうぎゅうになってとても大変
でした。
　展示をほとんど見て、写真を撮
ったりしたので外に出ると、ジブ
リの映画の風景が壁一面に描かれ
ていたので、そこでも一人ずつ写
真を撮りました。
　まだ、出来ていない展示があっ
て、もう一度無料で入れるという
ことだったので、完成したらもう
一度行きたいな、と思いました。

ジブリとの写真
中学部２年３組
吉塚　さくら

◇広島もみじ会◇

◇現採会◇

（2017年度）
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WAKUWAKU JAPAN 週間番組表　３月２日〜３月８日

05:00 トラベルサラダ シーズン2 
#30

05:30 Enjoy Japan! - food, travel 
& culture - #115

06:00 ドクターX ～外科医・大門
未知子～ (2017) #5

07:00 弱虫ペダル２ #10

08:00 釣りバカ日誌 Season2 ～新
米社員 浜崎伝助～ #5

09:00 釣りバカ日誌 Season2 ～新
米社員 浜崎伝助～ #6

10:00 WA K U WA K U  JA PA N 
INFORMATION

10:30 D's Pic ディズピク ～わた
しの東京ディズニーリゾー
ト写真物語～

11:00 ドクターX ～外科医・大門
未知子～ (2017) #5

12:00 弱虫ペダル２ #10

13:00 釣りバカ日誌 Season2 ～新
米社員 浜崎伝助～ #5

14:00 釣りバカ日誌 Season2 ～新
米社員 浜崎伝助～ #6

15:00 D's Pic ディズピク ～わた
しの東京ディズニーリゾー
ト写真物語～

15:30 JKT48ステフィ＆BNK48モ
バイルの30日留学 #12

15:45 Japan Endless Discovery
16:00 有吉くんの正直さんぽ #22

17:30 帰れマンデー見っけ隊!! #14

19:00 くりぃむしちゅーのハナタ
カ!優越館 #13

20:00 トレース～科捜研の男～ #4

21:00 JKT48ステフィ＆BNK48モ
バイルの30日留学 #13

21:15 アガサ･クリスティ そして
誰もいなくなった 第一夜

23:15 帰れマンデー見っけ隊!! #14

24:45 トレース～科捜研の男～ #4

25:45 アガサ･クリスティ そして
誰もいなくなった 第一夜

27:45 JKT48ステフィ＆BNK48モ
バイルの30日留学 #13

28:00 くりぃむしちゅーのハナタ
カ!優越館 #13

05:00 有吉くんの正直さんぽ #22

06:30 くりぃむしちゅーのハナタ
カ!優越館 #13

07:30 アガサ･クリスティ そして
誰もいなくなった 第一夜

09:30 悪女たちのメス

11:15 悪女たちのメス episode2

13:00 トレース～科捜研の男～ #4

14:00 JKT48ステフィ＆BNK48モ
バイルの30日留学 #13

14:15 Japan Endless Discovery
14:30 帰れマンデー見っけ隊!! #14

16:00 くりぃむしちゅーのハナタ
カ!優越館 #13

17:00 大改造!!劇的ビフォーアフタ
ー 2時間スペシャル #9

19:00 痛快TVスカッとジャパン 
#92

20:00 メゾン・ド・ポリス #7

21:00 弱虫ペダル２ #11

22:00 悪女たちのメス

23:45 悪女たちのメス episode2

25:30 弱虫ペダル２ #11

26:30 悪女たちのメス

28:15 Japan Endless Discovery
28:30 WA K U WA K U  JA PA N 

INFORMATION

05:00 大改造!!劇的ビフォーアフタ
ー 2時間スペシャル #9

07:00 弱虫ペダル２ #11

08:00 悪女たちのメス

09:45 悪女たちのメス episode2

11:30 D's Pic ディズピク ～わた
しの東京ディズニーリゾー
ト写真物語～

12:00 弱虫ペダル２ #11

13:00 メゾン・ド・ポリス #7

14:00 痛快TVスカッとジャパン 
#92

15:00 大改造!!劇的ビフォーアフタ
ー 2時間スペシャル #9

17:00 痛快TVスカッとジャパン 
#92

18:00 トラベルサラダ シーズン2 
#31

18:30 Enjoy Japan! - food, travel 
& culture - #1 

19:00 世界！ニッポン行きたい人
応援団 #33

20:00 ドクターX ～外科医・大門
未知子～ (2017) #6

21:00 弱虫ペダル２ #12

22:00 釣りバカ日誌 Season2 ～新
米社員 浜崎伝助～ #7

23:00 釣りバカ日誌 Season2 ～新
米社員 浜崎伝助～ #8

24:00 ドクターX ～外科医・大門
未知子～ (2017) #6

25:00 弱虫ペダル２ #12

26:00 釣りバカ日誌 Season2 ～新
米社員 浜崎伝助～ #7

27:00 釣りバカ日誌 Season2 ～新
米社員 浜崎伝助～ #8

28:00 世界！ニッポン行きたい人
応援団 #33

05:00 トラベルサラダ シーズン2 
#31

05:30 WA K U WA K U  JA PA N 
INFORMATION

06:00 ドクターX ～外科医・大門
未知子～ (2017) #6

07:00 弱虫ペダル２ #12

08:00 釣りバカ日誌 Season2 ～新
米社員 浜崎伝助～ #7

09:00 釣りバカ日誌 Season2 ～新
米社員 浜崎伝助～ #8

10:00 世界！ニッポン行きたい人
応援団 #33

11:00 ドクターX ～外科医・大門
未知子～ (2017) #6

12:00 弱虫ペダル２ #12

13:00 釣りバカ日誌 Season2 ～新
米社員 浜崎伝助～ #7

14:00 釣りバカ日誌 Season2 ～新
米社員 浜崎伝助～ #8

15:00 世界！ニッポン行きたい人
応援団 #33

16:00 痛快TVスカッとジャパン 
#27

17:00 痛快TVスカッとジャパン 
#46

18:00 トラベルサラダ シーズン2 
#32

18:30 Enjoy Japan! - food, travel 
& culture - #2

19:00 マツコの知らない世界 #41

20:00 ドクターX ～外科医・大門
未知子～ (2017) #7

21:00 弱虫ペダル２ #13【終】

22:00 釣りバカ日誌 Season2 ～新
米社員 浜崎伝助～ #9

23:00 釣りバカ日誌 Season2 ～
新米社員 浜崎伝助～ #10
【終】

24:00 ドクターX ～外科医・大門
未知子～ (2017) #7

25:00 弱虫ペダル２ #13【終】

26:00 釣りバカ日誌 Season2 ～新
米社員 浜崎伝助～ #9

27:00 釣りバカ日誌 Season2 ～
新米社員 浜崎伝助～ #10
【終】

28:00 マツコの知らない世界 #41

05:00 トラベルサラダ シーズン2 
#32

05:30 WA K U WA K U  JA PA N 
INFORMATION

06:00 ドクターX ～外科医・大門
未知子～ (2017) #7

07:00 弱虫ペダル２ #13【終】

08:00 釣りバカ日誌 Season2 ～新
米社員 浜崎伝助～ #9

09:00 釣りバカ日誌 Season2 ～
新米社員 浜崎伝助～ #10
【終】

10:00 マツコの知らない世界 #41

11:00 ドクターX ～外科医・大門
未知子～ (2017) #7

12:00 弱虫ペダル２ #13【終】

13:00 釣りバカ日誌 Season2 ～新
米社員 浜崎伝助～ #9

14:00 釣りバカ日誌 Season2 ～
新米社員 浜崎伝助～ #10
【終】

15:00 マツコの知らない世界 #41

16:00 痛快TVスカッとジャパン 
#46

17:00 痛快TVスカッとジャパン 
#47

18:00 トラベルサラダ シーズン2 
#33

18:30 Enjoy Japan! - food, travel 
& culture - #3

19:00 トラベルサラダ シーズン3 
#19

19:30 イジューは岐阜と #3

20:00 ドクターX ～外科医・大門
未知子～ (2017) #8

21:00 I"s（アイズ） #1 

22:00 I"s（アイズ） #2

23:00 JKT48ステフィ＆BNK48モ
バイルの30日留学 #13

23:15 WA K U WA K U  JA PA N 
INFORMATION

23:45 イジューは岐阜と #3
24:15 ドクターX ～外科医・大門

未知子～ (2017) #8

25:15 I"s（アイズ） #1 

26:15 I"s（アイズ） #2

27:15 Japan Endless Discovery
27:30 Enjoy Japan! - food, travel 

& culture - #3
28:00 トラベルサラダ シーズン3 

#19
28:30 イジューは岐阜と #3

05:00 トラベルサラダ シーズン2 
#33

05:30 WA K U WA K U  JA PA N 
INFORMATION

06:00 ドクターX ～外科医・大門
未知子～ (2017) #8

07:00 帰れまサンデー #4

08:10 帰れまサンデー #5

09:20 帰れまサンデー #6

10:30 D's Pic ディズピク ～わた
しの東京ディズニーリゾー
ト写真物語～

11:00 ドクターX ～外科医・大門
未知子～ (2017) #8

12:00 帰れまサンデー #4

13:10 帰れまサンデー #5

14:20 帰れまサンデー #6

15:30 D's Pic ディズピク ～わた
しの東京ディズニーリゾー
ト写真物語～

16:00 痛快TVスカッとジャパン 
#47

17:00 痛快TVスカッとジャパン 
#48

18:00 トラベルサラダ シーズン2 
#34

18:30 Enjoy Japan! - food, travel 
& culture - #4

19:00 相葉マナブ #51

19:30 行きたがリーノ #131

20:00 ドクターX ～外科医・大門
未知子～ (2017) #9

21:15 I"s（アイズ） #3

22:15 I"s（アイズ） #4

23:15 WA K U WA K U  JA PA N 
INFORMATION

23:45 行きたがリーノ #131

24:15 ドクターX ～外科医・大門
未知子～ (2017) #9

25:30 I"s（アイズ） #3

26:30 I"s（アイズ） #4

27:30 Enjoy Japan! - food, travel 
& culture - #4

28:00 相葉マナブ #51
28:30 行きたがリーノ #131

05:00 トラベルサラダ シーズン2 
#34

05:30 Enjoy Japan! - food, travel 
& culture - #4

06:00 ドクターX ～外科医・大門
未知子～ (2017) #9

07:15 帰れまサンデー #7

08:25 帰れまサンデー #8

09:35 帰れまサンデー #9

10:45 行きたがリーノ #131

11:15 ドクターX ～外科医・大門
未知子～ (2017) #9

12:30 帰れまサンデー #7

13:40 帰れまサンデー #8

14:50 帰れまサンデー #9

16:00 痛快TVスカッとジャパン 
#48

17:00 痛快TVスカッとジャパン 
#49

18:00 トラベルサラダ シーズン2 
#35

18:30 Enjoy Japan! - food, travel 
& culture - #5

19:00 もしもツアーズ #61

19:30 Kawaii JAPAN-da!! #76

20:00 ドクターX ～外科医・大門
未知子～ (2017) #10【終】

21:20 I"s（アイズ） #5

22:20 I"s（アイズ） #6

23:20 ミラクル☆メイドミーティ
ング #1【新】

23:50 ミラクル☆メイドミーティ
ング #2

24:20 ドクターX ～外科医・大門
未知子～ (2017) #10【終】

25:40 I"s（アイズ） #5

26:40 I"s（アイズ） #6

27:40 Japan Endless Discovery
28:00 ミラクル☆メイドミーティ

ング #1【新】
28:30 ミラクル☆メイドミーティ

ング #2

ア ガ サ ･ ク リ ス テ ィ 　 そ し て 誰 も
いなくなった 第一夜＝２日（土）
21:15
　３月の土曜夜に４週連続でイギリ
スの女流作家 アガサ・クリスティ
の傑作推理小説原作のスペシャルド
ラマを放送する。１作目は名作「そ
して誰もいなくなった」。主演の仲
間由紀恵をはじめ、沢村一樹、渡瀬
恒彦、津川雅彦、余貴美子、柳葉敏
郎、大地真央、向井理、國村隼など
超豪華キャストが集結し、日本初映
像化された話題作。
　八丈島沖に浮かぶ孤島。そこに立

つホテルのオ
ーナーによっ
て10人の男女
が島に呼び寄
せられる。10
人が互いの過
去を探り合う
中、突然招待
客のひとりが
殺害される。
そ し て そ れ

をきっかけとするように、ひとりま
たひとりと招待客が殺されていき
……。２日に第一夜、翌週９日に第
二夜を放送。
帰れマンデー見っけ隊‼（毎週土曜
17:30）
　日本中を旅して、課題となるもの
を見つけるまで帰れない!?　タカア

ンドトシとサンドウィッチマンがシ
ンプルでちょっと過酷な旅にチャレ
ンジする人気バラエティー番組。３
月は新エピソードを放送する。
　２日は、都心からわずか60分、東
京都日の出町を舞台に、秘境路線バ
スに乗って飲食店を見つける旅。国
内では珍しい一風変わった「トレー
ラーバス」で１日1000人も訪れると
いう注目スポット「つるつる温泉」

を目指す。ゲストはホンジャマカ石
塚英彦、鈴木杏樹。
Ｉ”Ｓ（毎週金曜22:00）
　原作は累計発行部数千万部を超え
るなど人気を博した伝説的な青春恋
愛漫画。主人公の男子高校生・瀬戸
一貴の目線で、恋愛や成長、気持ち
の交錯、誰かを思うことの大切さな

どを描くラブストーリーがいよいよ
８日から後半話に突入する。第６話
では、いつきがアメリカに去り、心
にぽっかりと穴が空いた一貴が高校
３年の春を迎え、ストーリーの展開
も加速していく。直前の６～８日の
21:00から第１～第５話をキャッチ
アップ放送する。
悪女たちのメス＝３日（日）9:30
　天才脳外科医・桧山冬実（仲間由
紀恵）は、医療コーディネーター
（瀬戸朝香）の紹介で難病の女子高
生の手術を成功させるが、容体が急
変し亡くなってしまう。医療事故
か？　陰謀か？　仲間由紀恵が冷徹
だが命を救うことにひたむきな脳外
科医を演じ、強烈な「悪女」たちと
対峙する医療サスペンスドラマ。続
けて続編のepisode２も放送する。

©tv asahi

©tv asahi

©Masakazu Katsura /SHUEISHA, SKY 
PerfecTV！
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